
日本藻類学会第 30回大会のお知らせ

一鹿児島・ 2006-

1 日程

2006年 3月26日(日) 編集委員会 ・評議員会

3月27日(月):口頭発表 ・ポスタ一発表 ・

総会 ・懇親会

3月28日(火):口頭発表 ・ポスター発表 ・

公開シンポジウム

3月四日(水)・エクスカーション

2会場 (図 1)

大 会:鹿児島大学稲盛会館および工学部共通棟(鹿児島

大学郡元キャンパス)

懇親会鹿児島大学生協郡元南食堂エデュカ(鹿児島大学

郡元キャンパス)

3 参加費用

大会参加費 5，000円(学生4，000円)

懇親会費 : 6，000円(学生 5，000円)

4 参加および発表申し込み

( 1)大会参加者は発表の有無または共同発表者の有無に関

わらず，参加申込票に必要事項を記入し，原則として e-mail

にてお申し込み下さい(宛先 jsp2006@fish.kagoshima 

u. ac. jp)。参加申込票は藻類学会のホームページ (http://

wwwsoc. nii. ac. jpjjspj¥Velcome‘ htm)からダウンロードし，所

定の事項を記入後に添付書類としてご送信下さい。郵送また

はFAXにてお申し込みの方は，各自本誌綴じ込みの参加申込

票に必要事項を記入し，大会実行委員会宛にお送り下さい。

(2)研究発表される方(演者のみ)は，下記の要領で発表

要旨の原稿を大会実行委員会宛にお送り下さい。仁l頭発表さ

れる方で、e-mailのアドレスをお持ちでない方は，返信用の宛

名を書いた官製ノ、ガキを同封してください。発表日時をお知

らせします(メー/レアドレスをお持ちの方はe-mailでお知ら

せします)。

(3)大会参加費，懇親会費は本昔、綴じ込みの郵便振替用紙

を使って送金してください。

振込先 日本藻類学会第 30回大会実行委員会

口座番号 01740-7-62001 

(4)参加申込票の送付および送金の締切は2006年1月10日

(火)(必着)，発表要旨原稿送付の締切は 1月20日 (金)(必

着)です。

5.参加申込票の送付先 (郵送の場合)

〒890-0056 鹿児島市下荒田 4丁目 50-20

鹿児島大学水産学部内

日本藻類学会第 30回大会実行委員会

Tel: 099-286-4163 (野呂)， -4131 (寺田)

Fax: 099-286-4133 

6. 編集委員会および評議員会

編集委員会 :2006年 3月26日(日) 15:00 -16:30 

評議員会 ・ 問 16:30-18:00 

会場鹿児島大学稲盛会館(鹿児島大学郡元キャンパス)

連絡先 TEL: 099-286-4163 (野目)

099-286-4131 (寺田)

7 公開シンポジウム

公開シンポジウムを以下の予定で企画中です。九州 ・沖縄

地域の有用海藻に関する基礎研究，増養殖や利用についての

シンポジウムにしたいと考えております。詳細については

ホームページに掲載する予定です。

日 時 :2005年3月28日(火)15: 00一 17: 00 (プログラ

ム編成によ っては変動あり)

テーマ .九州・ 沖縄の藻類と藻場 :現状と課題 (仮題)

8.エクス力一ション

本大会のエクスカーションとして，薩摩半島南部の観光と

鹿児島県水産技術センターの見学を3月29日(水)に企画し

ています。詳細についてはホームページをご覧下さい。参加

希望者は寺阻までご連絡下さい。

9 問い合せ先

干890-0056 鹿児島市下荒田 4丁目 50-20

鹿児島大学水産学部内

日本務類学会第30回大会実行委員会

jsp2006@fish. kagoshima-u. ac. jp 

委員長野自忠秀 noro@fish.kagoshima-u.ac.jp

庶務寺田竜太 terada@fish.kagoshima-u. ac. jp 

Tel:099-286-4163 (野呂) -4131 (寺田)

Fax: 099-286-4296 

10.会場までの交通，並びに宿泊案内

鹿児島大学郡元キャンパスは鹿児島市内中心部に位置し，

]R鹿児島中央駅から約 1.7km南に位置します。新幹線でお越

しの方は， ]R鹿児島中央駅広場にある鹿児島市電「鹿児島中

央駅前」電停から市電②「郡元(こおりもと)J方面行きに乗

車し， 5駅目の「工学部前Jで下車して下さい(約 10分， 160 

円)。竜停そばの大学通りに面した工学部門から入って左手

が稲盛会館(評議委員会 ・編集委員会 ・総会 ・シンポジウム

会場)，右手奥が工学部共通棟(大会受付 ・一般発表会場)で

す。航空機でお越しの方は，鹿児島空港から鹿児島市内行き

リムジンパスに乗車し(約60分， 1，200円)，鹿児島市内の最

寄りバス停(天文館，鹿児島中央駅)から市電②「郡元(こ

おりもと)J方面行きにお乗り換え下さい。キャンパス内には

大会用の駐車場を用意していませんので，公共交通機関でお



10伽

穏盛会館
(評議委員会・編集委員会・ シンポジウム会場)

2 

守至加治屋町天文館

図1大会会場と懇親会場の位置図 (平成17年度鹿児島大学概要より改変)

の上で作成して下さい(図 2)。また， 作成した打ち出し原稿

を実行委員会宛に郵送または FAXで必ず送付して ください。

イタリックその他の特殊な文字等の照合を行うためです。e-

mallをお使いにならない方は，実行委員会までご連絡下さ

-原稿の最大文字数は全てを含めて 700文字とします。厳

守して ください0

・フォントは明朝体 (原則として MS明朝の9ポイント)を

使用します。英文の場合はTimesまたはTimesNew Roman 

(9ポイント)を用います。これらのフォントは厳守して

下さい。

-演者名，演題，本文，所属の順に書いて下さい。

・共著の場合は演者の前にOをつけて下さい。また，所属

が異なるときは各著者名の後にネ印を付し，所属の項目

でそれらを区別 して下さい。

-手口文原稿の場合， 人J(コンマ)

越し下さい。

なお，大会会場は，図 lを参照して下さい。鹿児島大学水

産学部(下荒田キャンパス)は，大会会場ではありませんの

でご注意下さい(郡元キャンパスの東方，約 1.5km)。

鹿児島大学への交通と会場案内は，鹿児島大学のホーム

ページ内のアクセス ・キャンパスマップ (ht t P : / / 

www.kagoshima-u.ac.jp/univ/j/basyo/basyo.html)にも掲

載されていますので，参照下さい。

鹿児島市内には数多くの宿泊施設がありますので，鹿児島

県観光コンベンション協会の宿泊施設紹介ホームベージ

(http://www.kagoshima-con.or.jp)を参照し，各自で手配を

お願い致します。また，楽天トラベル等のネット宿泊予約サ

イトでも予約可能です。

を使用して下さ」。
「と

11.発表要旨原稿の作成要領と原稿送付方法

原稿は後の講演要旨集作成の際の簡便さを考え，e-mai Iに

よる添付書類 (MS -W 0 R D )でのみ受け付けます (宛先

jsp2006@fish. kagoshima-u. ac. jp)。その際，以下の点に注意



-学名はイタリックで表示するか下線を付して下さい。

・所属は()でくくり，最下段に位置するように書いて下

さし、。

・著者校正はありません。

注パソコンソフトで一括して書式を統一しますので，文

字数，フォント，および上記事項を厳守していただければ，書

類の縦横サイズ，行間サイズ，用紙サイズは任意で結構です。

印刷原稿送付先

〒890-0056 鹿児島市下荒田 4丁目 50-20

鹿児島大学水産学部内

日本藻類学会第 30回大会実行委員会

委員長野呂忠秀

12 発表形式

(1)口頭発表

-一つの発表につき発表 12分，質疑応答 3分です (1鈴 10

分， 2鈴 12分，終鈴 15分)。

衛酉諸島に生育するホンダワラ属について分類学的再検討
をおこない，その分布について ・. . . . 

演題と本文の聞は
己主行でl行あける。

本文中で段落を変
えるときも改行を

使う(スペースを
使わなb、)。

-である ことが示唆された。
い鹿大水， "UnI¥'ersity of Guelphl 

図2要旨原稿の見本.

j主:字数制限，フォント，文字の大

きさを厳守すれば，書類の縦横サ

イズ，行間サイズ，用紙サイズは

任意でよい (用紙はA4でoK) 

-発表はOHPまたはデジタノレプロジェクターとします。

(2) ポスター発表(図 3)
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・ポスターは，縦 180cm，横90cm以下の大きさで作成下さ

い。なお， パネノレの構造上，床から 70cmまでは支柱のみ

になります(ポスターはテープ等で固定可)。

・ポスターの上部には図 3のように発表番号，表題，氏名

(所属)を明記して下さい。

-研究目的，実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔に

まとめた文章をつけて下さい。また，写真や図表には簡

単な説明文を添付して下さい。

・文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読で

きるように調整して下さい。

. 3月27日12時頃までに所定の場所に掲示して下さい。ま

た3月28日13-17時の聞に撤収して下さい。

13 その他

日本藻類学会第 30回大会関連の情報は，随時，藻類学会

ホームページに掲載する予定です。
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図3ポスター説明図
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日本藻類学会第30回大会参加申込票

整理番号* 発表番号*

( ) ( ) 

(フリガナ)

氏名・

連絡先住所 ・

電話:

電子メールのアドレス

参加形態(番号をOで囲んで下さし、)

所属・

FAX: 

研 究 発 表 1. 演者として発表する 2 共著者として発表する 3. 発表しない

懇 親 会・ 1. 参加する 2. 参加しない

エクスカーション 1.参加する 2 参加しない

送金内訳(該当の番号をOで囲み，送金合計を算出して下さい)

1. 大会参加費 5， 000円(学生4，000円)

2.懇親会費 6， 000円(学生5，000円)

送金合計額 円

以下は研究発表について演者のみ記入してください (番号がついているものは該当する番号を選んで下さし、)0 2題以上発表さ

れる方は，この申込票をコピーするか，ホームページ (http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsp/lVelcome.html)から申込緊をダウンロー

ドして追加してください。なお，発表形式に関しましては，ご希望に添えない場合もありますことを予めご了承ください。

発表形式 1. 口頭発表 2 ポスター発表

研究材料 1.大型漠 2 微細藻 3.その他

研究分野 1. 系統 ・分類 ・積分化， 2 生態， 3.増養殖， 4. 藻場造成， 5 赤潮 ・貝毒， 6.高111胞・ 細胞内小器官，7 発

生 ・分化， 8.生長生理， 9.光合成， 10 生体物質，11. 代謝 ・酵素，12. その他

口頭発表する方は以下にも記入してください。

発表方法 1. OHP 2.デジタノレプロジェクター

デジタルプロジェクターを使用される方は以下のことに留意して頂き，使用OSをお知らせ下さい。使用ソフトはfPowerPointJ 

と致します。大会本部では，下記のOSのノートパソコンを複数台用意し，発表にそれを使用しますのでご協力をよろしくお願

いします。なお， MacOS9を希望する方は下記にご連絡下さい。

使用 OS: 1. lVindowsXP 2. Macintosh OSX 

また，デ、ジタノレプロジェクターを使用される発表者は，講演内容をCD-RかUSBフラッシュメモリーでご持参下さい。それ以外

のメディアの利用を希望する方は下記にご連絡下さい。

問い合わせ先 jsp2006@fish.kagoshima-u.ac.jp 

演題 .

発表者氏名(所属) (共著者がいる場合は演者の左肩にOを付けて下さしつ

申込粟は原則として e-mailでお送り下さい(宛先 jsp2006@fish.kagoshima-u. ac. jp)。郵便や Faxの場合は，下記宛に送付a

してください。締め切りは 2006年1月10臼(火)(必着)です。

(本整理番号，発表番号は大会実行委員会で記入します。)

干890-0056 鹿児島市下荒田 4丁目50-20

鹿児島大学水産学部内

日本藻類学会第 30回大会実行委員会

Tel:099-286-4163 (野呂)， -4131 (寺田)， Fax: 099-286-4296 




